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『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
蔵
古
英
語
版
旧
約
聖
書
（
七
書
）』
に
お
け
る
G
od
の
使
用
に
つ
い
て
小
林
茂
之
は
じ
め
に
英
語
の
世
界
語
化
が
進
ん
で
き
た
中
で
、G
od
は
キ
リ
ス
ト
教
の
「
神
」
を
表
す
こ
と
は
周
知
の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
古
英
語
『
ベ
ー
オ
ウ
ル
フ
』（B
eow
u
lf
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
語
は
本
来
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
神
」
だ
け
で
な
く
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
異
教
の
神
を
も
表
し
て
い
た
。
こ
の
語
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
神
」
を
表
す
代
表
的
語
と
し
て
、
今
日
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ
頃
か
ら
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
期
を
初
期
英
語
文
献
に
お
い
て
確
か
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
小
論
で
は
、
聖
書
が
古
英
語
に
翻
訳
さ
れ
た
歴
史
的
背
景
を
略
述
し
た
上
で
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
所
蔵
古
英
語
版
旧
約
聖
書
（O
ld
E
n
glish
V
ersion
of
th
e
H
eptateu
ch
）
の
写
本
（M
S.
C
am
bridge
U
n
iversity
L
ibrary,
Ii.
1.
33
）
に
お
け
るG
od
の
使
用
を
通
し
て
、
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
。
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一英
語
の
始
ま
り
と
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来
英
語
は
、ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
人
と
呼
ば
れ
る
ゲ
ル
マ
ン
系
の
諸
部
族
が
、西
暦
四
四
九
年
に
ブ
リ
テ
ン
島
に
居
留
を
始
め
た
時
に
始
ま
っ
た
。
ベ
ー
ダ
（B
ede
）
に
よ
る
『
英
国
民
教
会
史
』（E
cclesiastical
H
istory
of
th
e
E
n
glish
P
eople
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
１
）
。
主
の
ご
托
身
か
ら
四
百
四
十
九
年
、
マ
ル
キ
ア
ヌ
ス
が
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
か
ら
数
え
て
四
十
六
代
目
の
帝
位
を
継
承
し
、
七
年
間
こ
れ
を
保
持
し
た
。
こ
の
治
世
中
に
ア
ン
グ
ル
人
と
サ
ク
ソ
ン
人
が
先
に
述
べ
た
王
﹇
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ゲ
ル
ン
﹈
に
招
聘
さ
れ
て
三
隻
の
大
型
軍
船
を
率
い
て
ブ
リ
タ
ニ
ア
に
到
来
し
た
。
た
だ
ち
に
ブ
リ
タ
ニ
ア
の
た
め
に
戦
っ
て
ほ
し
い
と
要
請
さ
れ
、
居
住
地
と
し
て
島
の
東
側
の
地
を
提
供
さ
れ
た
。（『
ベ
ー
ダ
英
国
民
教
会
史
』、
三
八
頁
。﹇
﹈
内
は
筆
者
の
補
注
）
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
人
は
、
現
在
の
ユ
ト
レ
ヒ
ト
半
島
や
大
陸
の
周
辺
地
域
か
ら
ブ
リ
テ
ン
島
に
渡
っ
て
き
た
。
ロ
ー
マ
軍
の
ブ
リ
テ
ン
島
か
ら
の
撤
退
後
、『
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
年
代
記
』（A
n
glo-saxon
C
h
ron
icle
）
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
、
大
陸
か
ら
増
援
を
得
て
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
侵
入
以
前
よ
り
ブ
リ
テ
ン
島
に
居
住
し
て
い
た
、
土
着
の
ブ
リ
ト
ン
人
を
ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
方
に
追
い
や
っ
た
。
ブ
リ
ト
ン
人
の
ケ
ル
ト
系
の
言
語
や
文
化
は
今
も
そ
う
し
た
地
域
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
（
２
）
。
こ
う
し
て
、
ブ
リ
テ
ン
島
に
は
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
人
に
よ
る
七
王
国
が
成
立
す
る
が
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
現
在
の
カ
ン
タ
ベ
リ
が
あ
る
ケ
ン
ト
に
、
初
代
大
主
教
と
な
る
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
が
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
か
ら
派
遣
さ
れ
て
や
っ
て
来
た
（
３
）
。
ケ
ン
ト
の
王
は
、
『ケンブリッジ大学図書館蔵古英語版旧約聖書（七書）』における Godの使用について
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王
妃
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
教
に
理
解
を
示
し
、
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
一
行
を
援
助
し
、
宣
教
の
自
由
を
与
え
た
。
そ
し
て
、
そ
の
王
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
、
ブ
リ
テ
ン
島
の
キ
リ
ス
ト
教
化
は
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
（
４
）
。
こ
う
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
は
栄
え
た
の
で
あ
る
が
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
侵
略
を
受
け
て
、
ブ
リ
テ
ン
島
は
荒
廃
し
た
。
教
会
や
修
道
院
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
略
奪
さ
れ
、
多
く
の
修
道
士
た
ち
も
虐
殺
さ
れ
た
。
聖
職
者
の
教
育
の
拠
点
で
あ
っ
た
リ
ン
デ
ィ
ス
フ
ァ
ー
ン
島
に
あ
っ
た
修
道
院
（L
in
disfarn
e
A
bbey
）
な
ど
も
被
害
を
受
け
た
た
め
、
そ
の
影
響
は
、
聖
職
者
の
教
育
に
も
及
ん
だ
。
以
下
は
、『
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
年
代
記
』
の
記
事
で
あ
る
。
７
９
３
年
。
こ
の
年
に
、
ノ
ー
サ
ン
ブ
リ
ア
の
上
空
に
、
不
吉
な
前
兆
が
現
れ
、
悲
惨
な
ほ
ど
、
住
民
を
お
び
え
さ
せ
た
。
そ
れ
は
、
巨
大
な
稲
妻
の
閃
光
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
火
を
吹
く
龍
が
、
空
中
に
飛
ぶ
の
が
見
え
た
。
…
…
そ
の
同
じ
年
の
１
月
８
日
に
、
異
教
徒
が
侵
入
し
、
略
奪
と
殺
戮
に
よ
っ
て
、
リ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ル
ネ
の
神
の
教
会
に
、
惨
憺
た
る
破
壊
を
お
こ
な
っ
た
。（
大
沢
一
雄
（
一
九
九
一
）『
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
年
代
記
研
究
』、
一
八
二
頁
）
こ
う
し
た
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
侵
略
は
、
以
後
全
土
に
及
び
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
王
が
統
治
し
た
ウ
エ
ス
ト
サ
ク
ソ
ン
地
域
だ
け
が
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
支
配
を
免
れ
て
い
た
。
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
王
は
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
を
敗
退
さ
せ
、
南
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
独
立
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
中
部
・
北
部
の
奪
還
は
果
た
せ
ず
、「
デ
ー
ン
法
地
域
」
と
し
て
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
と
妥
協
し
、
テ
ム
ズ
川
以
北
の
支
配
を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
侵
略
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
キ
リ
ス
ト
教
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
が
カ
ン
タ
ベ
リ
で
宣
教
を
始
め
て
以
来
、
聖
職
者
の
教
育
は
ラ
テ
ン
語
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
修
道
院
の
荒
廃
の
た
め
に
ラ
テ
ン
語
の
教
育
が
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難
し
く
な
り
、
英
語
に
よ
っ
て
福
音
書
の
理
解
を
す
る
必
要
が
あ
る
聖
職
者
が
多
く
な
っ
た
。
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
王
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
サ
ー
ク
ル
と
呼
ば
れ
る
学
者
た
ち
と
協
力
し
て
、
ラ
テ
ン
語
文
献
を
古
英
語
に
翻
訳
す
る
活
動
に
着
手
し
た
。
そ
れ
は
、
ラ
テ
ン
語
教
育
の
体
制
が
整
わ
な
か
っ
た
中
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
文
芸
復
興
を
図
る
た
め
で
あ
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
古
英
語
に
よ
る
聖
書
の
翻
訳
が
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
に
よ
る
侵
略
が
あ
っ
た
。
そ
の
出
来
事
は
、
ま
だ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
お
い
て
、
一
六
世
紀
の
宗
教
改
革
と
は
直
接
的
に
は
関
係
な
く
、
ラ
テ
ン
語
か
ら
現
地
語
に
翻
訳
が
行
わ
れ
る
契
機
に
な
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
一
四
世
紀
の
ウ
ィ
ク
リ
フ
（W
ycliffe
）
以
前
に
、
改
革
的
動
き
へ
向
か
っ
た
の
で
あ
る
（
５
）
。
二
古
英
語
版
旧
約
聖
書
（O
ld
English
Version
of
the
Heptateuch
）
に
つ
い
て
１
古
英
語
に
よ
る
聖
書
の
翻
訳
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
王
に
よ
っ
て
ラ
テ
ン
語
文
献
の
古
英
語
へ
翻
訳
す
る
事
業
が
行
わ
れ
た
中
で
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
は
「
詩
篇
」
の
最
初
の
五
〇
篇
を
古
英
語
散
文
に
翻
訳
し
、
そ
の
各
詩
篇
の
冒
頭
に
短
い
解
説
を
付
け
た
。
こ
れ
は
、
古
英
語
に
よ
る
完
全
な
翻
訳
の
最
初
の
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
は
、
聖
書
の
ラ
テ
ン
語
に
古
英
語
の
語
彙
が
付
け
加
え
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
。
「
詩
篇
」
が
古
英
語
翻
訳
の
一
つ
に
選
ば
れ
た
理
由
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
王
が
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
と
の
戦
闘
の
中
で
一
時
は
身
を
隠
す
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
の
で
、
ダ
ヴ
ィ
デ
王
の
イ
メ
ー
ジ
に
重
ね
ら
れ
た
た
め
に
、「
詩
篇
」
が
選
ば
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、「
詩
篇
」
が
聖
職
者
教
育
に
お
い
て
最
も
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
そ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
古
英
語
に
よ
る
聖
書
の
部
分
的
な
翻
訳
は
、G
en
esis
A
、G
en
esis
B
、Ju
dith
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
韻
文
で
『ケンブリッジ大学図書館蔵古英語版旧約聖書（七書）』における Godの使用について
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あ
る
。散
文
に
よ
る
古
英
語
へ
の
聖
書
の
ま
と
ま
っ
た
翻
訳
は
、翻
訳
者
が
不
詳
で
あ
る『
ウ
エ
ス
ト
サ
ク
ソ
ン
福
音
書
』（W
est
S
axon
G
ospels
）と
ア
ル
フ
リ
ッ
チ（Æ
lfric
）が
翻
訳
し
た『
古
英
語
版
旧
約
聖
書（
七
書
）』（O
ld
E
n
glish
V
ersion
of
th
e
H
eptateu
ch
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
散
文
に
よ
る
聖
書
翻
訳
は
一
一
世
紀
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
後
期
古
英
語
の
時
代
に
当
た
っ
て
い
る
。
２
『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
蔵
古
英
語
版
旧
約
聖
書
（
七
書
）』
に
つ
い
て
こ
れ
は
、
写
本M
S.
C
am
bridge
U
n
iversity
L
ibrary,
Ii,
1.
33
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
写
本
は
、
一
五
七
四
年
に
コ
ー
パ
ス
ク
リ
ス
テ
ィ
コ
レ
ッ
ジ
学
寮
長
を
兼
ね
て
い
た
大
主
教
パ
ー
カ
ー
が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
大
学
図
書
館
の
写
本
カ
タ
ロ
グ
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
A
quarto,
on
vellum
,
450
pages
of
24
lin
es
each,
han
dw
ritin
g
N
orm
an
n
o-Saxon
,
an
d
ascribable
to
the
early
part
of
the
xii
cen
tury.
H
O
M
IL
IE
S,
P
A
SSIO
N
S
O
F
SA
IN
T
S,
A
N
D
O
T
H
E
R
SA
C
R
E
D
P
IE
C
E
S,
in
A
n
glo-Saxon
.
1.T
h
e
T
w
en
ty-fou
r
C
h
apters
of
Æ
lfric’s
tran
slation
of
G
en
esis
(pp.4-44)
T
he
text,
though
som
ew
hat
m
odern
ized,
is
substan
tially
the
sam
e
as
that
prin
ted
in
the
H
eptateu
ch
,
ed.
T
hw
aites,O
xf.1698.Æ
lfric’s
dedicatory
letter
to
the
ealdorm
an
Æ
thelw
eard
is
prefixed.
上
の
記
述
の
要
点
は
、「
一
二
世
紀
初
め
の
ノ
ル
マ
ン
系
の
写
字
生
に
よ
る
写
本
で
、
そ
の
最
初
の
四
―
四
四
ペ
ー
ジ
に
『
七
書
』
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が
置
か
れ
て
い
る
。
実
質
的
に
印
刷
さ
れ
た
『
七
書
』
と
同
じ
だ
が
、
い
く
ら
か
当
代
化
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
６
）
。
『
古
英
語
版
七
書
』
の
現
代
の
標
準
テ
ク
ス
ト
（C
raw
ford
（1922
））
は
、
大
英
図
書
館
蔵
の
写
本
（M
S.
B
ritish
M
useum
,
B
.
IV
）
と
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ボ
ド
リ
ア
ン
図
書
館
蔵
の
写
本
（M
S.
B
odleian
,
L
a
d
M
isc.
509
）
を
底
本
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
蔵
の
『
七
書
』
は
、
ア
ル
フ
リ
ッ
チ
（Æ
lfric
）
が
原
本
を
書
い
た
時
代
か
ら
約
一
世
紀
後
の
一
二
世
紀
に
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。C
raw
ford
（1922
:424-425
）
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
蔵
の
写
本
が
他
の
二
つ
の
写
本
と
全
く
異
な
る
本
文
を
持
っ
て
い
る
箇
所
を
示
し
て
い
る
。
以
下
に
結
論
だ
け
を
引
用
す
る
。
(1)
P
reface
to
G
en
esis,
G
en
.
caps.
i-iii.,
vi.-ix.,
xii.-xxii.
19
=
T
ext
iden
tical
w
ith
that
of
B
an
d
L
.
(2)
G
en
.
iv.-v.,
x.-xi.
=
C
om
pletely
n
ew
text.
(3)
G
en
.
xxiii.-xxiv.
=
T
ext
w
here
C
an
d
B
L
are
in
terdepen
den
t.
(C
raw
ford
(1922
:425))
C
raw
ford
（1922
）、M
arsden
（2008
）
は
、
異
本
間
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
が
、
詳
論
は
省
略
す
る
。
『ケンブリッジ大学図書館蔵古英語版旧約聖書（七書）』における Godの使用について
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u
ton,C
laudius
三キ
リ
ス
ト
教
の
「
神
」
を
表
すGod
１
O
ED
に
お
け
るGod
god
は
元
来
、
ゲ
ル
マ
ン
語
に
起
源
を
持
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
神
」
に
限
定
し
て
用
い
ら
れ
る
語
で
は
な
か
っ
た
。
Ｃ
Ｄ‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版O
E
D
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
を
表
すG
od
を
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
II.II
In
the
specific
C
hristian
an
d
m
on
otheistic
sen
se.
T
he
O
n
e
object
of
suprem
e
adoration
;
the
C
reator
an
d
R
uler
of
the
U
n
iverse.
(N
ow
alw
ays
w
ith
in
itial
capital.)
5.II.5
A
s
a
proper
n
am
e.
c825
V
esp.P
salter
xlvi.3
G
od
[is]
···cyn
in
g
m
icel
ofer
alle
godas.
V
espasian
P
salter
に
お
け
るG
od
の
用
例
は
、O
E
D
に
お
け
る
初
例
で
あ
る
が
、V
espasian
P
salter
は
ラ
テ
ン
語
の
『
詩
篇
』
に
古
英
語
に
よ
る
グ
ロ
ス
（gloss
）
が
行
間
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
神
」
を
表
す
一
般
的
に
用
い
ら
れ
た
語
は
、drih
ten
で
あ
る
。
２
『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
蔵
古
英
語
版
旧
約
聖
書
（
七
書
）』
に
お
け
るGod
大
英
図
書
館
蔵
の
写
本
（M
S.
B
）
と
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
蔵
の
写
本
（M
S.
C
）
の
本
文
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
以
下
は
、
G
en
esis
C
A
P
.
IV
の
冒
頭
の
文
で
あ
る
。
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M
S.
B
Soðlice
A
dam
gestyn
de
C
ain
be
E
uan
his
gem
æ
ccan
,
7
ðus
cw
æ
s
:Ð
isn
e
m
an
m
e
sealed
D
rihten
.
M
S.
C
A
dam
soðlice
æ
fter
þisum
breac
his
w
iues,7
heo
eacn
ode
7
acen
de
C
áin
,7
cw
æ
ð
:Ic
æ
fde
m
an
n
an
þurh
G
od.
(C
raw
ford
(1922
:91))
L
atin
A
dam
vero
cogn
ovit
H
avam
uxorem
suam
quae
con
cepit
et
peperit
C
ain
dicen
s
possedi
hom
in
em
per
D
om
in
um
(V
u
lgate)
“A
n
d
A
dam
kn
ew
E
ve
his
w
ife
:
w
ho
con
ceived
an
d
brought
forth
C
ain
,
sayin
g
:
I
have
gotten
a
m
an
through
G
od.”
(R
h
eim
s-D
ou
ay （７
）)
こ
の
箇
所
は
、
Ｃ
写
本
が
独
自
の
本
文
を
持
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。『
古
英
語
版
七
書
』
の
標
準
テ
ク
ス
ト
の
Ｂ
写
本
がdrih
ten
を
用
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
Ｃ
写
本
はG
od
で
あ
る
。C
raw
ford
（1922
:437
）
は
、
Ｃ
写
本
が
、
Ｂ
写
本
・
Ｌ
写
本
よ
り
も
好
ん
で
用
い
る
傾
向
の
あ
る
語
の
一
つ
にG
od
を
あ
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
文
が
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
箇
所
で
は
、
両
方
と
も
にG
od
が
用
い
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、G
en
esis
C
A
P
.
II
18
で
は
、
Ｂ
写
本
で
もG
od
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
M
S.
B
G
od
cw
æ
ð
eac
sw
ylce
:N
is
n
a
god
ðisum
m
en
an
a
to
w
un
igen
n
e
;uton
w
yrcean
him
sum
n
e
fultn
um
to
his
gelicn
ysse.
『ケンブリッジ大学図書館蔵古英語版旧約聖書（七書）』における Godの使用について
139
(C
raw
ford
(1922
:87))
L
atin
dixit
quoque
D
om
in
us
D
eus
n
on
est
bon
um
esse
hom
in
em
solum
faciam
us
ei
adiutorium
sim
ilem
sui
(V
u
lgate)
“A
n
d
the
L
ord
G
od
said
:It
is
n
ot
good
for
m
an
to
be
alon
e
:let
us
m
ake
him
a
help
like
un
to
him
self.”
(R
h
eim
s-D
ou
ay)
な
お
、『
古
英
語
版
七
書
』
と
同
時
期
に
翻
訳
さ
れ
た
『
ウ
エ
ス
ト
サ
ク
ソ
ン
福
音
書
』（W
est
S
axon
G
ospels
）
で
は
、drih
ten
が
「
神
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
（
８
）
。
L
k.
1.
28
:
Ð
a
cw
æ
þ
se
en
gel
in
gan
gen
de.
hal
w
es
ðu
m
id
gyfe
gefylled.
drihten
m
id
þe
;Ð
u
eart
gebletsud
on
w
ifum
.
(L
iuzza
(ed.)
1994
:99)
L
atin
et
in
gressus
an
gelus
ad
eam
dixit
have
gratia
plen
a
D
om
in
us
tecum
ben
edicta
tu
in
m
ulieribus
(V
u
lgate)
“A
n
d
the
an
gel
bein
g
com
e
in
,
said
un
to
her
:H
ail,
full
of
grace,
the
L
ord
is
w
ith
thee
:
blessed
art
thou
am
on
g
w
om
en
.”
(R
h
eim
s-D
ou
ay)
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こ
の
こ
と
か
ら
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
で
は
、drih
ten
が
優
勢
で
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
C
raw
ford
（1922
）
は
、
Ｃ
写
本
は
写
字
生
が
た
く
さ
ん
の
元
の
写
本
か
ら
選
ん
で
、
作
成
し
た
と
考
え
て
い
る
が
、G
od
の
一
貫
し
た
使
用
を
好
ま
し
い
と
考
え
、
Ｂ
写
本
と
は
異
な
る
系
統
の
写
本
を
一
部
に
採
用
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ｂ
写
本
や
Ｌ
写
本
の
写
字
生
は
、drih
ten
の
使
用
に
抵
抗
感
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ノ
ル
マ
ン
人
の
征
服
後
の
中
英
語
の
成
立
に
は
、
ノ
ル
マ
ン
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
の
語
彙
の
借
用
と
共
に
、
中
部
・
北
部
の
旧
デ
ー
ン
法
地
域
の
英
語
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
一
二
世
紀
が
中
英
語
成
立
の
最
初
期
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
神
」
を
表
す
語
と
し
て
のG
od
、
言
い
換
え
れ
ば
、
固
有
名
詞
用
法
のG
od
が
定
着
し
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
四
結
語
小
論
で
は
、G
od
が
キ
リ
ス
ト
教
の
神
を
表
す
語
と
し
て
定
着
し
た
時
期
を
、『
古
英
語
版
旧
約
聖
書
（
七
書
）』
の
異
本
で
あ
る
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
蔵
の
写
本
を
中
心
に
考
察
し
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
侵
略
を
受
け
た
た
め
に
、
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
聖
職
者
教
育
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
が
、
古
英
語
に
よ
る
聖
書
の
翻
訳
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
原
因
と
な
っ
た
。
更
に
、
ノ
ル
マ
ン
人
に
よ
る
征
服
後
、
旧
デ
ー
ン
法
地
域
で
あ
る
北
部
の
英
語
の
影
響
下
に
中
英
語
は
成
立
し
た
。
ア
ル
フ
リ
ッ
チ
が
旧
約
聖
書
の
『
七
書
』
を
翻
訳
し
た
の
は
一
一
世
紀
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
蔵
の
Ｃ
写
本
は
作
成
さ
れ
た
一
二
世
紀
の
英
語
を
反
映
し
た
た
め
に
、G
od
の
使
用
が
優
勢
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
小
論
で
は
、
こ
の
語
の
変
遷
の
一
局
面
を
示
し
た
。
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謝
辞二
〇
一
二
―
一
三
年
の
特
別
研
究
期
間
中
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ク
レ
ア
ホ
ー
ル
コ
レ
ッ
ジ
の
客
員
研
究
員
と
し
て
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
滞
在
し
た
。
同
大
学
図
書
館
写
本
閲
覧
室
に
お
い
て
小
論
で
取
り
上
げ
た
写
本
を
閲
覧
し
、
撮
影
す
る
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
研
究
上
の
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
同
コ
レ
ッ
ジ
と
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
の
関
係
者
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
注
（
１
）
ベ
ー
ダ
に
よ
る
原
著
は
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
も
の
で
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
王
に
よ
る
翻
訳
事
業
に
よ
っ
て
、『
古
英
語
版
英
国
民
教
会
史
』
が
作
成
さ
れ
た
。
（
２
）
著
名
な
言
語
学
者
・
文
化
人
類
学
者
で
あ
る
Ｅ
・
サ
ピ
ア
は
、
今
日
の
「
ケ
ル
ト
人
」（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ゲ
ー
リ
ッ
ク
人
、
マ
ン
島
人
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ゲ
ー
リ
ッ
ク
人
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
、
ブ
ル
タ
ニ
ュ
ー
人
）
は
人
種
で
な
く
、
ケ
ル
ト
語
系
統
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
（
サ
ピ
ア
安
藤
訳
一
九
九
八
、
三
六
六
頁
）。
ま
た
、
歴
史
的
事
実
に
つ
い
て
、「
侵
入
者
の
ゲ
ル
マ
ン
人
種
族
（
ア
ン
グ
ル
人
・
サ
ク
ソ
ン
人
・
ジ
ュ
ー
ト
人
）
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ケ
ル
ト
人
を
絶
滅
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
や
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
へ
ま
っ
た
く
駆
逐
し
た
の
で
も
な
く
…
、
か
れ
ら
と
混
ざ
り
あ
い
そ
の
法
律
と
言
語
を
押
し
つ
け
た
に
す
ぎ
な
い
、
と
信
じ
て
よ
い
理
由
は
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
同
書
、
三
六
二
頁
原
注
）。
（
３
）
ラ
テ
ン
名
（A
ugustin
us
）
に
し
た
が
っ
て
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
書
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
古
代
教
父
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
紛
ら
わ
し
い
の
で
、
英
語
名
（St.A
ugustin
e
）
に
し
た
が
っ
て
、
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
と
す
る
。
（
４
）
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
聖
コ
ル
ン
バ
ヌ
ス
（St.
C
olum
ba,
521?-597
）
が
、
聖
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
が
ブ
リ
テ
ン
島
に
派
遣
さ
れ
る
以
前
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
宣
教
を
始
め
て
い
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
と
は
異
な
る
教
義
を
持
っ
て
い
た
た
め
に
、
後
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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（
５
）L
ees
（1999
:89
）
に
よ
れ
ば
、
ア
ル
フ
リ
ッ
チ
（Æ
lfric
）
ら
の
説
教
集
の
製
作
は
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
の
改
革
（B
en
edictin
e
R
e-
form
）
後
で
あ
る
が
、
そ
の
精
神
に
従
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
（L
ees
（1999
:115
））
に
よ
れ
ば
、
ア
ル
フ
リ
ッ
チ
ら
に
よ
る
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
歴
史
的
差
異
は
知
識
の
真
理
を
伝
え
る
た
め
の
論
理
的
基
礎
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
一
六
世
紀
の
宗
教
改
革
で
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
研
究
が
復
興
す
る
背
景
と
な
っ
た
。
（
６
）
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
所
蔵
の
写
本
（M
S.C
am
bridge
U
n
iversity
L
ibrary,Ii,1.33
）
は
『
七
書
』
の
完
本
で
は
な
い
。
（
７
）
古
英
語
に
翻
訳
さ
れ
た
聖
書
は
、
ラ
テ
ン
語
聖
書
（V
ulgate
）
で
あ
る
の
で
、『
リ
ー
ム
ズ
・
ド
ゥ
エ
イ
聖
書
』（R
h
eim
s-D
ou
ay
）
に
よ
る
近
代
英
語
訳
を
示
す
。
（
８
）『
ウ
エ
ス
ト
サ
ク
ソ
ン
福
音
書
』
で
は
、drih
ten
が
「
主
」（the
L
ord
）
を
意
味
す
る
の
に
も
使
わ
れ
る
。
ま
た
、G
od
も
併
用
さ
れ
て
い
る
。
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